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伊勢湾台風を舞台とした話題のコミック２巻です。伊勢湾台風編完結。 

『<災後>の記憶史 メディアにみる関東大震災・伊勢湾台風』（3693） 

水出幸輝／著 人文書院 2019年 

名古屋出身の著者が、各種新聞の周年報道の様子から、伊勢湾台風を読み解いたもの。 

「注」ではありますが、当資料室のことが紹介されています。 

 

被災６０年の今年は、市民の方や各種関係機関から、とりわけ多くの貴重な資料を

ご寄贈いただいています。深く感謝申し上げます。 

写真集「南陽町の被害と防疫活動」 
当時、名古屋市衛生局の職員であった松澤正三氏が作成した写真集。11月 5日から撮

影された写真には、伊勢湾台風から 1ヶ月たった南陽地区の様子がありありと写されて

います。平成 27年、港区南陽支所からご寄贈いただきました。 

松澤氏は、被災地の最前線での活動を詠んだ歌を収録した『微霜集 松澤正三歌集』（松

澤正三／著 柏葉書院 1971年 鶴舞中央図書館所蔵）を出版しており、その短歌か

らは現地の惨状を目の当たりにした心情などが伝わってきます。 

南陽支所からはほかに、当地で救援活動をおこなった警視庁第４機動隊のメンバーが、

撤収時に地元住民にあてて書いた絵手紙２点もいただきました。 

11月 20日（水）、名古屋大学減災連携研究センターの

クラウドファンディング事業の一環として実施された特

別シンポジウム第二弾に、当館館長が発表者及びパネリ

ストとして参加しました。 

「伝える」という役割を担って日々活動している機関、

研究者がそれぞれの立場で活動状況などを発表しました。

パネルディスカッションでは、聴講者からも活発な発言

があり、大盛況のうちに幕を閉じました。 



1 月 9 日（木）まで、南警察署１階ロビーにて「あの日か

ら 60年！伊勢湾台風と警察活動」と題した写真展示が行わ

れています。ぜひお出かけください。 

また、当資料室は、その複製を所蔵しており、『伊勢湾台風

災害写真集№16、50～52』に収録しています。こちらはいつ

でも、資料室でご覧いただけます。

11月 10日（日）、「南区区民まつり」コラボ企画として、「み

なみ災害ボランティアネットワーク」の皆さんによる防災ワ

ークショップ「ポンチョと新聞スリッパを作ろう！」を実施

しました。小さな子どもや小学生もポンチョに貼る紙に色塗

りをして、楽しく参加してくれました。新聞スリッパは、想

像以上の丈夫さ暖かさで、皆さん驚いていました。家具固定

や防災グッズの展示も、じっくり見ていただけました。 

講師と来場者の皆様、ありがとうございました。 

また、この日は、資料室を常時開放しました。資料

室を知っていただく、いい機会となりました。 

同日には、南文化小劇場で南区の伊勢湾台風６０年

事業（演劇、防災講演会）、関連史跡を巡る「みなみウォーク 2019」もありました。 

１２月２６日（木）「ゲームやカルタで防災を知ろう！」を開催します。いろいろな
「防災ゲーム」や「防災カルタ」を楽しみながら、防災について学びましょう。12 月

12日（木）９時 30分から受付開始、定員２０名です。小学生以上の方はどなたでも

ご参加いただけます。詳細は、南図書館館内ポスターやホームページでご確認ください。 

12月 2日（月）～6日（金）、南図書館は蔵書の点検・整理等のため休館します。 

伊勢湾台風資料室及び展示も休室・休止です。 

南図書館では、伊勢湾台風に関する資料を常時収集しています。ご寄贈いただける資料

がございましたら、ご一報ください。関連展示、講演会などの情報もお待ちしています。 


